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平成27年度から平成28年度にかけて

軽自動車税の税率が変わります
　平成27年度から税制改正により軽自動車税の税率が変更されます。また、平成28年度以降グリ
－ン化を進める観点から、最初の新規検査から13年を経過した三輪以上の軽自動車は、重課が導
入されます。
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の原動機付自転車、乗用・貨物用の四輪の軽自動車等の所有者
にかかる税で、市が５月中旬に納税通知書を郵送します。納期は５月16日㈯から６月１日㈪まで
となっています。税率は種類別に１台当りの年額で決められていますので、月割はありません。

　平成28年度から、最初の新規検査から13年を超える四輪及び三輪の軽自動車について、
重課が導入されます。

【原動機付自転車、小型特殊自動車、軽二輪等】
平成27年度の課税から、次の車種について新税率が適用されます。

平成27年度の課税から、四輪及び三輪の軽自動車について、最初の新規検査の年月によって新税率が適用されます。

【四輪及び三輪の軽自動車】

※最初の新規検査とは⇒今まで車両ナンバ－の指定を受けたことのない軽自動車（新車）を使用するときに受ける検査です。
自動車検査証に「初度検査年月」として記載されます。

【問合先】　税務課　☎０９７８－７２－１１１１

新税率の適用について（四輪及び三輪の軽自動車）

重課税の適用について（四輪及び三輪の軽自動車）

●平成27年3月31日までに最初の新規検査をした車両は、
　初度検査年月から13年目までは、平成26年度までの税額と同額です。
●平成27年4月1日に最初の新規検査をした車両は、平成27年度から新税額となります。
●平成27年4月2日以降に最初の新規検査をした車両は、平成28年度から新税額となります。

※電気・天然ガス・メタノ－ル（混合）・ガソリン電力併用の軽自動車ならびに被けん引車は対象外

平成28年度 課税の重課対象
⇒平成14年12月31日以前に最初の新規検査をした車両
　（自動車検査証に記載の初度検査年月が「平成14年」以前である）

平成29年度 課税の重課対象
⇒平成16年3月31日以前に最初の新規検査をした車両
　（自動車検査証に記載の初度検査年月が「平成16年3月」以前である）

平成30年度 課税の重課対象
⇒平成17年3月31日以前に最初の新規検査をした車両
　（自動車検査証に記載の初度検査年月が「平成17年3月」以前である）

車　種　区　分

予定される年税額

平成26年度
までの年税額

平成28年度
からの年税額

平成27年度
の年税額

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,400円

1,600円

4,700円

4,000円

据え置き予定（１年）

2,400円

5,900円

据え置き予定（１年）

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

3,600円

2,400円

5,900円

6,000円

原動機付自動車

軽 自 動 車

小型特殊自動車

二輪の小型自動車

50cc以下

50cc超～90cc以下

90cc超～125cc以下

ミニカー

軽二輪 125cc超～250cc以下

農耕作業用のもの

その他

250cc超

車　種　区　分

平成　
26年度
までの
年税額

平成27年度の年税額 平成28年度からの年税額

変更なし 新税額 変更なし 新税額 重課税額

平成27年
3月31日
までに
新規検査
した車両

平成27年
4月1日に
新規検査
した車両

平成27年3月
31日までに
新規検査し
初度検査年月
から13年目
までの車両

平成27年
4月1日
以降に
新規検査
した車両

初度検査
年月から
13年を
超える
車両

四
輪（
以
上
）

乗用

貨物

自家用

営業用

自家用

営業用

三　輪　車

7,200円

5,500円

4,000円

3,000円

3,100円

10,800円

6,900円

5,000円

3,800円

3,900円

10,800円

6,900円

5,000円

3,800円

3,900円

12,900円

8,200円

6,000円

4,500円

4,600円

平成26年度
までと同じ

平成26年度
までと同じ
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日
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放
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後
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放
課
後
学
び
の
教
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東
中
学
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来
小
・
国
東
小
・
豊
崎
教
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取
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成
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度
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に
よ
る
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。
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４
３
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東
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３
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４
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。
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退
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あ
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す
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力
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学
び
の
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大
臣
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習
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各
教
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で
取
り
組
み
は
異
な
り
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す
が
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の
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お
わ
り
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行
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に

お
わ
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た
。
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ザ
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、
学
校
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携
に
努
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て
い
ま
す
。

　

ま
た
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生
の
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に
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学
び
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で
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業
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が
、
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に
な
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れ
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し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
三
者
の
連
携
で
、

地
域
の
教
育
力
を
活
か
し
た

地
域
総
ぐ
る
み
で
の
子
育
て

を
継
続
し
て
き
ま
す
。
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を
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※平成26年度の税制改正により軽自動車税の税率が引き上げられましたが、平成27年度の税制改正大綱で原動機付自転車
　及び二輪車については１年間据え置かれるよう検討されています。詳細は分かり次第お知らせします。


